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Dr. Steiner はアルツハイマー病原因分子であるアミロイドβの産生酵素γセクレターゼの生化学的解析のトップラン

ナーとして活躍されている研究者です。特にγセクレターゼが脂質二重膜内で加水分解を行うメカニズムについて、非天

然アミノ酸とケミカルバイオロジーを駆使し、詳細な解析を進められています。今回、WFSBP2018 で来日される機会

に合わせて本学で講演をお願いしました。多数のご来聴をお待ちしております。 
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